
単位数

回数 項目 内容

科目 ゼミナールⅣ 担当赤岡　美津子 履修学年 4年

時間数：90分×時限×16回（週1回） 履修区分：必修 2単位
【授業目標・到達目標】 
ゼミナールⅡにおいてはゼミナールⅢで作成した卒業論文の草稿の補足･修正を行い、より完成度の高
い卒業論文作成目指す。到達目標は、論文と審査会資料の完成と提出である。 
【履修注意】 
・各授業の冒頭で、「今週のトピック」の3分間スピーチを行う。女性労働、子育て、家庭その他について
の話題をえらび、発表する。 
・卒業論文・審査会資料を完成させる。 
・卒業論文審査では、論理的に説明出来るように準備する。 
・5回以上の欠席は単位不認定となる。 
【評価方法】 
卒業論文の内容により評価する。最終審査の不合格者は単位認定の対象にならない。 
【試験について】 
実施しない。 
【予習・復習】 
・毎回論文の進捗状況を報告するため、その準備を行う。 
・報告時に指摘された点を次回報告に生かす。 
【教科書】 
購入教科書はない。 
【参考書】 
・よく分かる卒論の書き方　　著者：白井利明・高橋一郎　　出版社：ミネルヴァ書房 
・他は、各人のテーマに合わせて個別に指示する。 
【その他の注意事項】 

【授業計画・内容】

1 オリエンテーション ゼミナールⅢのまとめゼミナールⅣの進め方
2 卒業論文作成指導・１ 個別卒業論文作成指導・１
3 卒業論文作成指導・２ 個別卒業論文作成指導・２
4 卒業論文作成指導・３ 個別卒業論文作成指導・３
5 卒業論文作成指導・４ 個別卒業論文作成指導・４
6 卒業論文作成指導・５ 個別卒業論文作成指導・５
7 卒業論文作成指導・６ 個別卒業論文作成指導・６
8 卒業論文のゼミ内審査と指導・１ 論文内容とプレゼンテーションのゼミ内審査と指導・１
9 卒業論文ゼミ内審査と指導・２ 論文内容とプレゼンテーションのゼミ内審査と指導・２
10 卒業論文のゼミ内審査と指導・３ 論文内容とプレゼンテーションのゼミ内審査と指導・３

卒業論文審査・１ 論文内容とプレゼンテーションの審査・１
12 卒業論文審査・２ 論文内容とプレゼンテーションの審査・２

15 卒業論文２次審査 論文内容とプレゼンテーションによる審査
16 卒業論文発表会 卒業論文の発表

13 卒業論文指導 卒業論文審査結果の一部修正合格者･不合格者対応
14 卒業論文２次審査 論文内容とプレゼンテーションによる審査
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